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8月5日から7日に、農業環境技術研究所では、
全国から8名の高校生を受け入れ、サマー・サイエ
ンスキャンプを実施しました。サイエンスキャンプは、
文部科学省の「サイエンス・パートナーシップ・プロ
ジェクト」の一環として毎年実施されている科学技
術体験合宿プログラムです。

Aコース「残留農薬を測定してみよう」では、
生体内防御機構である抗原−抗体反応を応用した
ELISA（Enzyme−Linked Immuno Sorbent 
Assay、免疫化学的測定法）を用いて農作物に残
留する農薬を測定し、適切な農薬の使用について学
びました。

Bコース「環境中の微生物の力を利用する」では、
酵素や微生物の力を利用し、さまざまなバイオマス
を分解してエタノールを生成する実験を行いました。
用いるバイオマス・微生物によってどのくらいの糖や
エタノールが生成されるかを調べ、微生物の働きを
学びました。

また、夏休みに合わせて「つくばちびっ子博士
2009」プログラムを、7月22日、29日、8月19日（い
ずれも水曜日）の3日実施しました。
「つくばちびっ子博士」は、子どもたちに科学のお

もしろさを体験し、科学技術に関心を持ってもらうこ
とを目的として、つくば市などが主催して毎年実施さ
れています。全国の小学生・中学生が対象で、「つ
くばちびっ子博士パスポート」を持ってつくば市内の
研究機関や大学で行われる展示やイベントを見学・
体験して、スタンプを集めて事務局に提出すると、
つくばちびっ子博士などの認定証がもらえます。

農業環境技術研究所では、22日に「昆虫採集教室」（小学校3年生以上、事前予約制）
で採集と標本作りを、7月29日と8月19日には、農業環境インベントリー展示館を研究者
の説明付きで見学し、合計223人の「ちびっ子」（小学生・中学生）に、農業と環境につい
ていろいろなことを知ってもらいました。

（広報情報室　広報グループ）

つくばちびっ子博士2009
昆虫採集の様子（上）と
CO2計測の様子（下）

サマー・サイエンスキャンプ
Aコース 実験の様子（右上）と
Bコース 発表準備の様子（右下）

NIAESトピックス

報　告つくばちびっ子博士、サマー・サイエンスキャンプ2009

NIAESトピックス

報　告龍ヶ崎市民環境講座
龍ヶ崎市が環境について知識と関心の高い人を育成するた

めに開く「市民環境講座」で、生物多様性研究領域の藤井義晴
上席研究員が講演を行いました。29人の参加者を前に、まず
は身近な外来植物を紹介し、つぎに、外来植物にどのような問
題があるのか、被害を防ぐにはどうすればよいか、うまく生かす
方法についての研究などを紹介、休憩時間には参加者に「外来
植物クイズ」に挑戦してもらいました。環境問題に関心の高い

参加者でも「特定外来生物被害防止法（外来生物
法）」について知らない人が多く、「知らないことは
怖いと思った」といったアンケートが寄せられまし
た。（ 「外来植物の分布拡大と被害防止策」平成
21年8月1日（土）14：00〜16：00、龍ヶ崎市「さ
んさん館」にて）

（広報情報室　広報グループ）質問に答える藤井研究員
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